
Ⅰ．はじめに

　近年，不況による材価の低迷や後継者不足など林業を取り巻く

環境は厳しく伐期の先延ばし，いわゆる長伐期化が懸念されてい

る。しかしながら，宮崎県では成長が早いという地域特性を活か

した短伐期施業が主体であったため，林齢６０年生までの収穫予想

表しかなかった（3）。そこで本研究では林齢１２０年までを対象と

したスギ林分収穫予想表の調製を行った。

Ⅱ．林分調査及び調製方法

　宮崎県北部に位置する西郷村内のスギ林分（１６０件）を対象に

調査を行った。各林分において調査プロットを設定し，樹高，枝

下高及び胸高直径を測定した。なお，樹高測定にはデジタル測高

計VERTEXⅢを用いた。

　林分収穫予想表の調製手順を示すと次の通りである（1）。①

林齢（t）と上層木平均樹高（HT）から地位指数曲線を求める。

②上層木平均樹高（HT）から平均樹高を求める。③平均樹高

（H）から平均直径（D）を求める。④平均樹高と平均直径から

平均材積（v）を求める。⑤平均直径から立木本数（N）を求め

る。⑥立木本数と平均材積から林分材積を求める。以上の手順に

より地位Ⅰ，地位Ⅱ及び地位Ⅲについて収穫予想表を調製した。

Ⅲ．結果及び考察

　１．地位指数曲線

　林齢（t）と上層木平均樹高（HT）の関係について，成長曲線

式（Mitscherlich 式，Gompertz 式，Logistic 式，Richards 式）を

用いて検討した。その結果，決定係数の最も高かった

Mitscherlich 式を採用した（図－１）。

　HT＝３３．７３（１＋０．１４exp（－０．０３t））　　（R２＝０．６３５７）

　また各林分の上層樹高と得られた曲線式の差を求め，齢級ごと

に標準誤差を算出した（2）。

　Hσ＝３．３５（１－０．５６exp（－０．０７t））　　（R２＝０．２０４４）

　中心線±３σを上界下界とし，その中を３等分することにより

地位を決定した。

　２．資料の吟味

　既報に準じ，資料の吟味を５項目について行った（4）。その

結果，１６林分を異常値とし調製から除外した。

　３．上層木平均樹高と平均樹高の関係

　各構成数値の算出は各因子間の相互関係を考慮し，最小自乗法

により行った。

　上層木平均樹高（HT）と平均樹高（H）の関係は地位に関係な

く高い相関が見られた（図－２）。

　H＝０．９２HT－０．４７　（R２＝０．９５３４）

　４．平均樹高と平均直径の関係

　平均樹高（H）と平均直径（D）の関係は地位毎に高い相関を

示した（図－３）。なお，最小自乗法の適用に際し実測値を用い

ず，直径階毎に整理して行った。

　地位Ⅰ　H＝１．２＋D２／（２．４６＋０．１３D）２　　（R２＝０．９１５１）

　地位Ⅱ　H＝１．２＋D２／（２．５７＋０．１４D）２　　（R２＝０．９６１５）

　地位Ⅲ　H＝１．２＋D２／（２．７１＋０．１５D）２　　（R２＝０．８７５４）

　５．平均直径と立木本数の関係

　平均直径（D）と立木本数（N）の関係は地位による差が見ら

れなかった（図－４）。

　N＝４５５７３D－１．１９　　（R２＝０．８７６９）

　６．平均直径、平均樹高と平均材積の関係

　平均材積（v）は平均直径（D）との相関が高く，平均樹高

（H）とも高い相関が見られた（図－５）。そこで次式を用いて関

係式を求めた。

　地位Ⅰ　v＝０．０００１１D１．６６２H１．０１５　　（R２＝０．９８０４）

　地位Ⅱ　v＝０．００００９D１．６６２H１．０７９　　（R２＝０．９８８０）

　地位Ⅲ　v＝０．００００８D１．６６２H１．１４３　　（R２＝０．９９７６）

　以上の手順により収穫予想表を調製した。

　林齢４０年時，地位Ⅱにおいて平均樹高　２２．８m，立木本数６５４

本／ ha，平均直径　３５．５cm，幹材積　６８２m３／ ha と算出された
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（表－１）。

　今回調製した収穫予想表は１９８１年に調製されたものと比較し，

樹高及び林分材積ともに高い値を示した。これについては樹幹解

析など詳細な検討を行いたい。

　また，耳川流域の広範囲において林分調査を行い，耳川流域全

域での収穫予想表を調製する予定である。
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表－１．西郷村におけるスギ林分収穫予想表（地位Ⅱ）

主　副　林　木　合　計副　　林　　木主　　林　　木
林齢

地位 幹材積胸高断面積本数平均胸高直径幹材積本数幹材積本数平均胸高直径樹高

m３/ham２/ha本 /hacmm３/ha本 /ham３/ha本 /hacmm年

３６９４４．３１９３０１８．５８３４８８２８６１４４２１８．３１３．６１５

Ⅱ

４５０５２．２１４４２２２．２７６２９０３７４１１５２２２．１１６．１２０
５２８５９．７１１５２２５．８７１１９１４５８９６１２５．７１８．２２５
６０３６６．８９６１２９．２６５１３４５３８８２７２９．２１９．９３０
６７２７３．５８２７３２．５５９９８６１３７２９３２．４２１．５３５
７３６７９．９７２９３５．５５４７４６８２６５４３５．５２２．８４０
７９４８５．９６５４３８．４４９５８７４５５９７３８．４２３．９４５
８４６９１．４５９７４１．０４４４５８０２５５１４１．０２４．９５０
８９３９６．５５５１４３．４３９３６８５４５１５４３．４２５．７５５
９３５１０１．１５１５４５．６35２９９００４８５４５．７２６．４６０
９７２１０５．４４８５４７．６31２４９４１４６１４７．６２７．０６５
１００５１０９．２４６１４９．４27２０９７８４４１４９．４２７．５７０
１０３３１１２．６４４１５１．０24１６１０１０４２５５１．０２８．０７５
１０５９１１５．６４２５５２．４21１４１０３８４１１５２．５２８．４８０
１０８１１１８．３４１１５３．６18１１１０６３４００５３．７２８．７８５
１１００１２０．７４００５４．７16１０１０８４３９０５４．８２９．０９０
１１１７１２２．８３９０５５．７14８１１０３３８２５５．８２９．２９５
１１３１１２４．７３８２５６．６12７１１２０３７６５６．６２９．４１００
１１４４１２６．３３７６５７．３10６１１３４３７０５７．４２９．６１０５
１１５５１２７．７３７０５７．９9５１１４６３６５５８．０２９．７１１０
１１６４１２８．９３６５５８．５8４１１５７３６１５８．６２９．９１１５

図－４．平均直径と立木本数の関係 図－５．平均材積と平均直径の関係

図－１．地位指数曲線（Mitscherlich 式） 図－２．上層木平均樹高と平均樹高の関係 図－３．平均樹高と平均直径の関係


